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祝 創立記念日 ～希望ヶ丘の歴史を学ぶ～

４月２５日は、本校の創立記念日です。今年で７２周年を迎えます。この日を記念して、本校では毎年
１年生を対象に「希望ヶ丘の歴史を学ぶ会」を行っています。今年も本校の卒業生であり、大先輩の大森
守一さん、星房利さん、陳野定男さんが、当時の様子を分かりやすくお話してくださいました。

〈連休明けの週予定〉
日 曜 主 な 行 事
6 月 振替休日
7 火 家庭確認 部活動中止日(１４：５０下校)
8 水 家庭確認 部活動終了時刻１７：００
9 木 家庭確認 部活動終了時刻１７：３０

10 金 生徒会総会 部活動終了時刻１８：３０ １
家庭確認のため、下校時刻が変則的になります。
お子様と送迎時刻の確認を！
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文責：校長 小林 敏史

◇◇ 今週の言葉 ◇◇

何事も、気持ちが半分だと
結果も半分になってしまう。

～まずは「負けない！」という気持ちを持つこと～

【 希望ヶ丘の由来 】

本校のシンボルとも言える希望ヶ丘。以前は「昼間牧場」と呼ばれる荒れ地でした。本校第二代
校長の脇坂保太郎先生が「この荒れ地を生徒の憩いの場所にしたい」と考え、第８回卒業生（昭和
２９年度卒）からの寄付金を元に、地主さんから土地を買い取り正式に校地としました。
昭和３２年、創立１０周年を記念し、昭和３０･３１年度卒業生からの寄付金を元に、校歌を制

定することになりました。作詞は、日本を代表する詩人の一人である草野心平先生に、作曲も当時
新進気鋭の作曲家である藤井凡大先生に依頼しました。
依頼を受けた草野先生は、その年の５月１４日にこの地を訪れ、丘に登って「芝草の・・」で始

まる校歌を作詞するとともに、その丘を「希望ヶ丘」と名付けてくださったのです。
その後、この希望ヶ丘を永く顕彰しようという多くの同窓生の力添えによって、昭和３５年に記

念碑が建立され、丘の頂上に設置されました。
しかし、平成２３年の東日本大震災によって、記念碑は

上部が折損してしまいました。何度か修復を試みたのです
が、半世紀以上風雨にさらされた記念碑は痛みも激しく、
安全上の問題も発生しました。
そして迎えた平成２９年、創立７０周年を記念して新た

な記念碑と希望ヶ丘の歴史を記した記念プレートを設置し
たのです。代々の卒業生の思いによって築かれた希望ヶ丘
です。これからもこの思いをしっかりと受け継ぎ、後に続
く後輩達に伝えていきましょう。

力を合わせて！ ～ 部活動結成 ～
１年生の体験入部期間も終わり、いよいよ各部活動が

本格稼働します。１年生の皆さん、それぞれが選んだ部
で、存分に活動してください。２・３年生の皆さん、１
年生をしっかり育ててあげてくださいね。皆さんには、
部活動をとおして次のような姿勢を身につけて欲しいと
願っています。いわば、部活動の目的です。

１ 困難なことや苦手なことを克服しようとする姿勢
２ あきらめずに努力を積み重ねる姿勢
３ 仲間を大切にし、思いやりを持って接する姿勢
４ あいさつや返事など、基本的な生活態度を大切に
する姿勢

技術が身につくことや試合に勝つことも素晴らしいこ
とです。でもそれ以上に大切なこ
とは、一人の人として成長するこ
とです。そこを決して忘れずに、
力を合わせて頑張りましょう。

箏を寄贈していただきました！
２５日（木）、本村在住の菊地喜代子

様から、箏を１面御寄贈いただきました。
菊池様は、お若い頃箏を勉強されてい

たのですが、しばらく使わずにご自宅に
おいていたのだそうです。
「ただ眠らせておいては宝の持ち腐れ

なので、是非子どもたちに使ってもらえ
ればと思って持参しました。」とのこと
でした。
箏は、１年生の音楽の授業で、日本の

伝統音楽を学ぶ
際に使用します。
何よりも嬉しい
贈り物に感謝で
すね。


